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ミリ波縦系伝送システム 

ミリ波送信ユニット(取付金具付) 品番 ＭＴＸ１０Ｋ 
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このたびは、ＤＸアンテナ製品をお買い上げいただきありがとうございます。 

この製品を正しく理解し、ご使用いただくために、取扱・施工説明書をよくお読みください。 

お読みになった後は、いつでも確認できるように管理業者、管理組合または管理責任者等で保存してください。 

 

◎安全上のご注意 
 

△ 記号は注意（危険・警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。 

図の中に具体的な注意内容（左図の場合は警告または注意）が描かれています。 

       記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近くに具体的な禁止内容 

（左図の場合は分解禁止）が描かれています。 

● 記号は禁止の行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示 

内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。 
 
 警告 この内容を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡または重傷を負う可能性が想定 される内容を示しています。 

 
●アンテナ工事およびテレビ送受信関連工事には技術と経験が必要ですので、専門の施工業者が 
お取り扱いください。 
 
●送配電線、ネオンサイン、電車の架線、電話線などの近くに設置しないでください。 
故障や設置ずれなどによる接触、落下などで、断線や感電の原因となります。 
 
●強度の弱い場所、不安定な場所、ぐらついたり振動する場所や傾いた場所に設置しないでください。 
落ちたり、倒れたりしてけがの原因となります。 
 
●高所で設置作業などをする場合は、足場と安全を確保して行なってください。 
落ちたり、滑ったりしてけがの原因となります。 
 
●風の強い日や雨、雪、霧など天候の悪い日は、危険ですから設置工事や点検作業をしないでください。 
落ちたり、倒れたりけがの原因となります。 
 
●送信ユニットや受信ユニット、取付装置の部品や工具類を高いところから落とさないでください。 
 けがの原因となります。 
 
●取り付けネジやボルト、接栓は、締め付け力（トルク）に指定がある場合は、その力（トルク）で 
締め付けて固定してください。落下や破損して、感電やけが、故障などの原因となります。 
 
●送信ユニットや受信ユニット、電源部のケースを開けたり、分解したり、内部に触れたりしないで 
ください。内部の点検・調整・修理は施設管理者にご相談のうえ施工業者にご依頼ください。 
けがの原因となりますし、性能維持ができなくなり、故障の原因となります。 
 
●受信ユニット用の電源部は屋内専用です。屋外に設置したり、水がかかる場所や、水などが入った容器の 
近くなどで使用しないでください。故障の原因となります。 

  
●表示された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。 
 機器の故障や火災や感電の原因となります。 
 
●万一、この製品から煙が出ている、変な臭いがするなどの異常状態に陥った場合、そのまま 
使用すると火災や感電の原因となります。すぐにこの製品の電源部の電源プラグをコンセント 
から抜いてください。煙が出なくなるのを確認して、施設管理者にご連絡のうえ施工業者に修理 
をご依頼ください。 
 
●雷が鳴り出したら、この製品に手を触れないでください。 
 感電の原因となります。 
 
●台風の後や積雪の後などには、送受信ユニットや取付装置に緩みや異常が生じ、そのままにすると 
破損したりして、けがや故障の原因となることがあります。点検は施工業者にご依頼ください。 
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１. ミリ波縦系伝送システムの概要 

この製品は、屋上で一度受信した地上デジタル放送と衛星放送のテレビ信号を、屋上から各住宅にミリ波帯

域（６０ＧＨｚ帯）に周波数変換して再送信するシステムです。屋上に設置したミリ波送信ユニットからミリ

波帯域に周波数変換されたテレビ放送信号が送出され、各住戸のベランダに設置したミリ波受信ユニットで受

信しもとの周波数帯域に変換して同軸ケーブルで宅内のテレビ受信機へ伝送します。 

 

＜システム概要＞ 

地上デジタル放送信号(ＵＨＦ帯域)、ＢＳ・１１０度ＣＳデジタル放送信号(ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ帯域)をミリ波

送信ユニットにより６０ＧＨｚ帯へ周波数変換し空間伝送を行い、ミリ波受信ユニットで受信されたミリ波信

号をもとのＵＨＦ帯域、ＢＳ／ＣＳ－ＩＦ帯域へ周波数変換した後、それぞれの放送信号を宅内のテレビ受信

機へ伝送します。 

 

ミリ波送信機 

 

         470  ～    770   1032   ～     1489  1595   ～     2072 (MHz) 

ミリ波送信ユニット入力信号 

 

  45ｍ Max 
 

 

 

       59.418   ～   59.895  60.001  ～  60.458   60.72  ～ 61.02   61.49 (GHz) 

ミリ波帯伝送信号 

 

 

 

ミリ波受信機 

       470  ～  770   1032   ～   1489  1595   ～   2072 (MHz) 

ミリ波受信ユニット出力信号 

 

 ※伝送信号の周波数偏差を補償するために、ミリ波送信ユニットより６０ＧＨｚ帯に周波数変換された各放送

信号に加え、ローカル信号（６１．４９ＧＨｚ）を同時に伝送し、ミリ波受信ユニットにおいては受信され

たローカル信号により、放送信号をもとの周波数帯域に変換します。 

 

２. 特長 

    
①特定小電力無線局(１０ｍＷ以下)として、無線局免許不用で運用できます。 

②地上デジタル放送とＢＳデジタル放送、１１０度ＣＳデジタル放送を伝送します。 

６０ＧＨｚ帯という高周波を利用することにより、超高速通信で高品質な映像伝送を実現します。 

   ③取付金具にコンクリート手すり用、ベランダ格子用の2種類を選択でき、取り付け作業が簡単です。 

   ④受信ユニットの取り付け金具は、溶融亜鉛めっきと塗装を施し、海岸(塩害)地域でも安心して使えます。 

   ⑤送信ユニット ２．５Ｗ標準、受信ユニット ０．７Ｗ標準と低消費電力設計です。 

 

      

地上デジタル放送 ＢＳデジタル放送 １１０度ＣＳデジタル放送 

１１０度ＣＳデジタル放送 ＢＳデジタル放送 地上デジタル放送 

ローカル 

信号 

地上デジタル放送 ＢＳデジタル放送 １１０度ＣＳデジタル放送 
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＜屋上＞

 

３. システム構成例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ミリ波受信ユニットの出力分配数は４分配までとしてください。 

 テレビ周辺でビデオ、ＤＶＤ、ハードディスクレコーダー等に分配して使用する場合は、受信機器への入力信

号のレベル不足が生じます。この場合、別売のＤＸアンテナ製屋内形ＵＨＦ・ＢＳ／ＣＳ－ＩＦブースターを

使用し、レベル補償してください。 

 

 

 

 

 

 

ＢＳ・１１０度ＣＳ   

アンテナ 

地上デジタル放送対応ＵＨＦアンテナ 

ミリ波送信ユニット 

ＢＳ／ＣＳ 
イコライザー ミリ波送信ユニット 

入力レベル調整システム 

チェッカー 

電源供給

電源供給
レベル調整 

機能付ブースター 
分配器 

チェッカー OFDMチャンネル

専用受信増幅器 

ミリ波受信ユニット 

＜ベランダ＞

＜屋内＞ 

地上デジタル/ 
BS・CS110度分波器 

電源供給

TV 

地デジチューナー

2分配器 

電源供給

3分配器電源 

電源 

電源 

電源 

電源 

TV 

地デジチューナー

3波チューナー

TV 

電源供給

TV 

地デジチューナー

3波チューナー

TV 

3波チューナー

TV 

地上デジタル/ 
BS・CS110度分波器 
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４. 使用上の注意 

 

・伝送できる信号は、地上デジタル放送、ＢＳデジタル放送、１１０度ＣＳデジタル放送に限定しています。 

スカパー！、アナログ放送は絶対に伝送しないでください。 

 

・送信中は、送信ユニットから４ｃｍ以内に近づかないでください。 

 送信ユニットから４ｃｍ以内は電波防護指針の基準値（総務省）を超える強い電波が出ています。 

電波の強さは距離の二乗に反比例して減衰しますので、通常の設置・点検作業では問題ないレベルです。 

 

 

(1) 受信ユニット用の電源部について 

  ・この電源部はミリ波受信ユニット専用です。他の用途に使用しないでください。 

・この電源部は屋内専用です。水の掛からないところに設置してください。 

・電源プラグは電源供給側の配線が完了してからＡＣ１００Ｖコンセントに差し込んでください。 

・電源プラグをＡＣ１００Ｖコンセントに差し込むと電源パイロットランプが点灯し、電源部が動作状態であ

ることを示します。電源パイロットランプの点灯を確認してください。 

・常時通電で運用してください。テレビをご覧にならないときでも電源プラグをコンセントから抜かないよう

にしてください。電源を切るとチューナー等受信機器に信号が送れないためダウンロードなどの受信サービ

スが受けられなくなります。 

  ・万一異常が生じたときに、すぐ電源プラグを抜くことができるところに設置してください。 

  ・この電源部はミリ波伝送システムの設備品ですので、使用しない場合でも必ず各住戸に設置してください。 

 

(2) 送信ユニット用の電源部について 

  ・別売のＤＣ１５Ｖ用電源装置が必要となります。（消費電流：２１０ｍＡ以下です。） 

  ・屋内専用の電源装置を使用するときは、必ず防雨処理を施した収容ボックスに設置してください。 

  ・万一異常が生じたときに、すぐ電源プラグを抜くことができるところに設置してください。 

 

その他、機器に異常が生じた場合は、施工業者やメンテナンス契約した業者等を通じて、最寄りのＤＸアンテ

ナ各支店・営業所にご連絡くださいますようお願いします。 

 

 

  ※この製品を処分する時は、産業廃棄物として処理してください。 
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５. 各部の名称と構成部品 

5.1.送信ユニット（送信ユニットと取付金具の組合せ） 

  コンクリート手すり取付 ＭＴＸ１０Ｋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※物件により、個別対応の場合があります。 

 

 

 

付属品：防水キャップ × 1 

                                     

 

5.2.受信ユニット（受信ユニットと電源部、取付金具との組合せ） 

5.2.1. ベランダコンクリート手すり取付 ＭＲＸ１０ＣＫ，ＭＲＸ１１ＣＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※物件により、個別対応の場合があります。 

 

 

 

送信ユニット 

取付金具 
アダプター・ポール 六角組ボルト（Ｍ５）４０ｍｍ

座ワッシャ付 

同軸ケーブル 

取付幅調整ボルト（Ｍ１０）

取付金具 

受信ユニット固定ボルト（Ｍ６） 

六角組ボルト(Ｍ６)４５ｍｍ
座ワッシャ付 

受信ユニット

出力端子 

入力端子

取付幅調整ボルト（Ｍ１０） 

３１５～３６０ｍｍ 
の厚さに対応※ 

１４５～１８５ｍｍの厚さに対応※ 

標準は３００ｍｍ固定※

３００ｍｍ 

ポール支持金具

アダプター・ポール 

中継接栓 

締付トルク 

Ｍ１０ １２～１３Ｎ・ｍ 

Ｍ６   ４～ ５Ｎ・ｍ 

Ｍ５   ２～ ３Ｎ・ｍ 

締付トルク 

Ｍ１０ １２～１３Ｎ・ｍ 

Ｍ６   ４～ ５Ｎ・ｍ 
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5.2.2. ベランダ格子取付 ＭＲＸ１０ＢＫ，ＭＲＸ１１ＢＫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  ※物件により、個別対応の場合があります。 

 

 

 

5.2.3. 電源部（各受信ユニット共通） ＰＳＤ－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  付属品：木ネジ × ２ 

 

（注）電源部の表示は「ブースターへ」ですが、受信ユニットの同軸ケーブルと接続してください。 

 

 

受信ユニット 

同軸ケーブル 

中継接栓 

取付金具 

受信ユニット固定ボルト 
（Ｍ６） 

格子押え金具 

取付ボルト（Ｍ８） 
脱落防止キャップ付 

最大取付厚３０ｍｍ※

アダプター・ポール

受信ユニット側端子（注）

テレビ側端子 

パイロットランプ 

電源コードＡＣ１００Ｖヘ 

最大取付幅 
１７２ｍｍ※ 

出力端子 

締付トルク 

Ｍ８   ７～８Ｎ・ｍ 

Ｍ６  ４～５Ｎ・ｍ 
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６. ミリ波縦系伝送システム導入の事前調査と確認事項 

 設置の前に必ず6.2.1～6.2.2項目の事前チェックをしてください。 

 

6.1. 現場調査に必要な機器 

  ・スペクトラムアナライザーおよび地上デジタル放送、ＢＳデジタル放送、１１０度ＣＳデジタル放送対応の 

レベルチェッカー 

  ・距離計（高さ測定用） 

  ※測定には、必ずスペクトラムアナライザーおよび地上デジタル放送（ＭＥＲ、Ｃ／Ｎ値、ＢＥＲ）ＢＳデジ

タル放送と１１０度ＣＳデジタル放送のＣ／Ｎ値が確認できるレベルチェッカーを用いて測定してくださ

い。 

6.2. 現場における事前調査 

  
6.2.1. 事前に必要な調査項目チェック 

①デジタル／アナログ電波受信環境 送信局と受信チャンネルの確認 

 （システム設計にあたって、「6.2.2機器選定のポイント」の情報源になります。） 

②屋上・ベランダの構造確認 

③構造確認結果より取付金具の検討  

  （5．1．－5．2．の仕様で送受信とも取付可能かを判定する。）（４～５ページ参照） 

④送信ユニット、受信ユニット（近距離用、中距離用）のユニット数の計画 （９ページ参照） 

⑤ユニット取付位置（屋上の送信ユニット、各階ベランダの受信ユニット←下層階の陰にならない位置） 

⑥①②から必要な受信システムとレベル調整が可能な機器の選定 ← システム設計図 

＜事前調査チェック表＞ 

 項  目 チェック 備  考 

1 送信局 □  

2 県域局 □  

3 県外の局 □  

4 チャンネル配列 □ 隣接、チャンネルリパック対象 

5 デジタル波の波数 □ レベル偏差２ｄＢｐ－ｐ 

6 アナログ波の波数 □ 妨害波 

7 テレビ放送波以外の波数 □ 妨害波 

8 各チャンネルの受信レベル □  

9 各チャンネルのＣ／Ｎ値 □  

10 

地域の 

地上デジタル放送 

の受信環境 

その他   

11 屋上までの高さ □  

12 階数 □  

13 建物の幅 □  

14 屋上の状況 □ 
付属の取付金具での取付が可能か寸法

チェック 

16 世帯数 □ 受信ユニット必要台数 

17 (近距離用受信ユニット) □ 必要台数 屋上からの距離 23 ﾍﾟｰｼﾞ 

18 (中距離用受信ユニット) □ 必要台数 屋上からの距離 23 ﾍﾟｰｼﾞ 

19 各戸ベランダの仕様 □ 
受信ユニット取付金具の種類と取付位

置            24 ﾍﾟｰｼﾞ 

20 送信系統総数 □ 送信ユニット必要台数 

21 送信ユニット設置位置  
受信ユニットとの関係により 

位置決め         24 ﾍﾟｰｼﾞ 

22 

物件 

その他 □  
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6.2.2. 機器選定のポイント 

＜屋上の受信アンテナ＞ 

 6.2.1.の事前調査情報からＵＨＦアンテナ、ＢＳ・１１０度ＣＳアンテナ、ブースター、フィルター、ＨＡを 

 選定します。 
 
 十分なＣ／Ｎを確保するため、ビル共聴に相当するＵＨＦアンテナ、ＢＳ・１１０度ＣＳアンテナを選択してく 

 ださい。 

  

＜伝送機器、パーツ＞ 

 ①送信ユニットは電源重畳する必要があります。 

 ②地上デジタル波のレベルはできる限りフラットに調整する必要があります。 

 ③地上アナログ波のレベルをできる限り抑制する必要があります。 

  地上アナログ波のなかで一番レベルが高いチャンネルの受信レベルを、地上デジタル波のなかで一番レベルが 

  低いチャンネルの受信レベルから、さらに２０ｄＢ下げてください。 

  （地上アナログ波は、地上デジタル波よりも通常１０ｄＢ高いレベルで送信されていますので、地上アナログ 

  波の受信レベルを３０ｄＢ下げることになります。） 
 ④①、②を満たすブースターの仕様、フィルターの仕様、ＯＦＤＭチャンネル専用受信増幅器の導入などを十分考 
  慮してください。 

 ⑤受信アンテナの信号出力端子（地上デジタル、ＢＳ・１１０度ＣＳ混合後のブースタ－出力）から各送信ユニ 

  ットまでの伝送ロスを揃えるため、重畳用電源部、分配の仕様、同軸ケーブル長をあわせます。 

 ⑥送信ユニットへの入力レベルを帯域ごと、あるいは全体に微調整するため通電仕様アッテネータが必要です。 

  またケーブルロスで１１０度ＣＳ帯がレベル低下することを抑制するため、固定イコライザーが必要です。 

⑦⑤の接続する同軸ケーブルの長さは最も遠い送信ユニットの同軸ケーブル長に合せます。 

 ⑧分配器の使用しない端子は、ダミー抵抗を接続して終端します。 

 

 ※屋上設置の受信アンテナから送信ユニットまでのシステム配線ブロック（※事前調査に基づく個別のもの）を 

  作成します。 

 

 

＜送信ユニットの接続とシステム例＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送信ユニット 

（× ｎ台） 

（ｎ：送信ユニット数）

コンバーター電源重畳 

送信ユニット電源重畳用 
電源部 
１０～２６１０ＭＨｚ

ＢＳ・１１０度 
ＣＳアンテナ 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

ＢＳ／ＣＳ 
イコライザー 

ＵＨＦ／ＢＳ・ＣＳＩＦ
ブースター (＊１) 

ＯＦＤＭ 
チャンネル 
専用受信増幅器

UHFアンテナ 
（中・弱電界用） 

分配器（ｎ分配） 
１０～２６１０ＭＨｚ 

※各系統、同一設定 (＊１)レベル調整機能付 

１分岐器 
１０－２６１０ＭＨｚ 

送信ユニット
電源重畳 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム 
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送信ユニット 

受信ユニット 

受信ユニット 

送信ユニット 

送信ユニット中心点から左右への 

受信ユニットオフセット寸法 

仕切りボード 
(送信ユニット
非オフセット
時の中心) 

送信ユニットは 1 台
で住戸縦２系統 
  部をカバーしま
す。 

送信ユニット 
オフセット時の
中心 

縦２列の住戸の境界中心 

住戸の境界中心とアンカー

の位置が重なった場合 

 

＜送信ユニットの使用数と配置＞ 

物件の戸数、縦の系統数、住戸間の境界の構造から送信ユニットの数量、取付位置を決定します。 

・送信ユニットは、基本１台で隣り合う縦２列をカバーします。 

・送信ユニットは、基本縦２列の住戸の境界中心に取り付けます。 

 屋上の形状、取り付け上の制約がある場合は、境界中心から最小限オフセットして取り付けます。 

 

  オフセットを余儀なくされる実施例は、写真のように、屋上アンカー等と重なったり、 

  コーナーと重なったりする場合です。 

  このとき、系統別に何ｍｍオフセットするのかは、屋上の制約と受信ユニットの配置寸法から検討して 

  決定します。 

  『送信、受信ユニット配置寸法表』(２４ページ) 
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＜受信ユニットの使用数と配置＞ 

  ・受信ユニットは近距離用、中距離用の２種類あります。 

  建物の高さ、階数から最上階から何階までを近距離用にするのかを決定し、全戸数から近距離用、中距離用の

使用数量を決定します。 

 ※物件の間取りを作図し、近距離用、中距離用を記載した振り分け表を作成します。 

  『受信ユニット 仕様振り分け表』（２３ページ）を参照してください。 

 

 

＜参考：受信ユニット 近距離用／中距離用の仕様振り分け表＞ 

受信ユニットの受信Ｃ／Ｎを確保するために、次のことを参考に近距離用受信ユニットか、中距離用受信ユ

ニットを選定します。 

 

  系統 

     1,3,5,7,9,11 2,4,6,8,10,12 

14F 近距離 近距離 

13F 近距離 近距離 

12F 近距離 近距離 

11F 近距離 近距離 

10F 中距離 中距離 

9F 中距離 中距離 

8F 中距離 中距離 

7F 中距離 中距離 

6F 中距離 中距離 

5F 中距離 中距離 

4F 中距離 中距離 

3F 中距離 中距離 

2F 中距離 中距離 

受
信
ユ
ニ
ッ
ト
（Ｒ
Ｘ
）配
分 

1F 中距離 中距離 

 

 

※ 受信ユニットは送信ユニットからの距離（高さ）１６ｍまでは近距離受信ユニットを、 

   １６ｍ～４５ｍは中距離受信ユニットを使用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・送信ユニットからの距離により、受信出力レベルが飽和する

ため、 

受信ユニットは近距離用、中距離用を用意しています。 

 

・近距離ユニット適用範囲は、送信ユニットから１６m以内。

・中距離ユニット適用範囲は、送信ユニットから１６～４５m。

※ 1台の送信ユニットで対応できる受信ユニットは、

近距離用と中距離用合わせて、最大２８台です。 
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７.設置手順  

7.1. 設置時に必要な機器 

・スペクトラムアナライザー、または地デジ・ＢＳ・ＣＳレベルチェッカー 

・水準器 

・基準となる受信ユニット ×１ 中距離用/近距離用の混在設置のときは、中距離用を使用 

                近距離用のみ設置の場合は、近距離用を使用 

・信号発生器×１台   例：簡易信号発生器（東芝製 ＵＰＭ－０１）など 

※ 測定には、必ずスペクトラムアナライザーまたは地上デジタル放送（ＭＥＲ、Ｃ／Ｎ値 、ＢＥＲ） 

  ＢＳデジタル放送と１１０度ＣＳデジタル放送のＣ／Ｎ値が確認できるレベルチェッカーを用いて測定して 

  ください。 

 

7.2. 送信ユニットの取り付け                             

  事前に計画した『送信、受信ユニット配置寸法表』(２４ページ) 

に基づいて、各系統の送信ユニットを屋上に取り付けます。 

 

送信ユニットは、左右、前後の傾きがないよう、水準器で 

確認しながら水平に取り付けてください。 

 
 

      
 

 

 

 

                      送信ユニット(取付金具付)：MTX10K   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９０度 屋上 

ミリ波(再送信)信号 

送信ユニット 

９０度 締付トルク 

Ｍ１０ １２～１３Ｎ・ｍ 

Ｍ６   ４～ ５Ｎ・ｍ 

Ｍ５   ２～ ３Ｎ・ｍ 
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7.3. 送信ユニットの接続 
  各系統の送信ユニットとＴＶ信号受信アンテナ、ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム 
  （レベル調整機能付きブースター、電源、フィルターや分配器、ＯＦＤＭチャンネル専用受信増幅器など）を 
  同軸ケーブルで接続します。 
 
＜送信ユニットの接続とシステム例＞ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

＜注意＞ 

 全ての送信ユニットへの入力レベルを一定にするために、伝送システムは必ず、ＴＶ信号出力端子から送信ユニ 

 ットの入力端子までを同一の機器で設定してください。 

 送信ユニットへの実際の入力レベルは、１つの系統の一番遠い距離（地面）に正対させた受信ユニットの受信 

 Ｃ／Ｎを測定しながら「ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム」（ＯＦＤＭチャンネル専用受信増幅器、 

 ＵＨＦ・ＢＳ・ＣＳ－ＩＦブースターなど）のレベルを調整します。 

 

ポイント 

     ・接続する同軸ケーブルの長さは最も遠い送信ユニットの同軸ケーブル長に合せます。 

    ・接続する電源部、分配器等信号経路を統一し分配ロスを同等にします。 

      ・分配器の使用しない端子には、ダミー抵抗を接続して終端します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（× ｎ台） 

（ｎ：送信ユニット数）

コンバーター電源重畳 

送信ユニット電源重畳用 
電源部 
１０～２６１０ＭＨｚ 

ＢＳ・１１０度 
ＣＳアンテナ 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

ＢＳ／ＣＳ 
イコライザー 

ＵＨＦ／ＢＳ・ＣＳＩＦ
ブースター (＊１) 

ＯＦＤＭ 
チャンネル 
専用受信増幅器

UHFアンテナ 
（中・弱電界用） 

分配器（ｎ分配） 
１０～２６１０ＭＨｚ 

※各系統、同一設定 (＊１)レベル調整機能付 

１分岐器 
１０－２６１０ＭＨｚ 

レベル 
チェッカ－ 

送信ユニット
電源重畳 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 

ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム 

送信ユニット 送信ユニット 
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＜送信ユニットと同軸ケーブルの接続－防水キャップの使い方＞ 

 

付属の防水キャップは、送信ユニットへ接続する４Ｃ・５Ｃ相当の同軸ケーブルと接栓の防水処理に使用します。 

 

（注）７Ｃ以上の同軸ケーブルと接栓をご使用の場合は、付属の防水キャップは使用できません。２０ページ「同

軸ケーブルの防水処理」を参照して、自己融着テープとビニールテープで防水処理を施してください。 

 

 ①４Ｃ・５Ｃ相当の同軸ケーブルに接栓を接続する前に、付属の防水キャップを同軸ケーブルに通してください。 

 ②接栓は、必ず使用する同軸ケーブルに適したものを使用してください。また、使用する接栓に合わせて、接栓

の説明書通りに同軸ケーブルの先端を加工します。そのとき、心線や編組に傷をつけたり、心線と編組が接触

しないようにしてください。 

 ③接栓を取り付けたあとは同軸ケーブルが抜けないように、リングをしっかりとカシメてください。 

 

 

 ④送信機へ接栓（同軸ケーブル）を接続する時は、締付トルク１．５～２Ｎ・ｍで取り付けてください。 

  ２Ｎ・ｍ以上のトルクで締め付けると破損の原因となります。 

 ⑤同軸ケーブルに通した防水キャップを、送信ユニットの防水キャップ溝の奥まで差し込んでください。 

 

 

 

＜Ｆ－５接栓の取付方法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜Ｆ－５ＳＮ接栓の取付方法＞ 
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7.4. 送信ユニットへの入力レベルの粗調整とＣ／Ｎ値測定 

ａ系統の送信ユニット（仮にＴＸａ）を基準にＴＸａへ入力される（屋上での）ＴＶ信号の入力レベルと 

Ｃ／Ｎ値（信号品質）をレベルチェッカーなどで測定しながら「ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム」

（ＯＦＤＭチャンネル専用受信増幅器、ＵＨＦ・ＢＳ・ＣＳ－ＩＦブースターなど）の出力レベルを調整しま 

す。 

 

※ 測定には、必ずスペクトラムアナライザーまたは地上デジタル放送（ＭＥＲ、Ｃ／Ｎ値 、ＢＥＲ） 

  ＢＳデジタル放送と１１０度ＣＳデジタル放送のＣ／Ｎ値が確認できるレベルチェッカーを用いて測定して 

  ください。 
 
 

  ＴＸａへの入力レベルとＣ／Ｎ値の目安は、 

 

       地デジ ：レベル ６８ｄＢμＶ  Ｃ／Ｎ ３０ｄＢ以上 

      （地デジ信号の入力レベルは６８ｄＢμＶピークを目安にフラットになるよう租調整します。） 

       アナログ信号レベル（Ｕ／Ｖ含む）をデジタル信号レベルより２０ｄＢは抑制してください。 

       ＢＳ帯 ：レベル ６３ｄＢμＶ  Ｃ／Ｎ ２０ｄＢ以上 

    １１０度ＣＳ帯：レベル ６３ｄＢμＶ  Ｃ／Ｎ ２０ｄＢ以上 

    （ＢＳデジタル ６３ｄＢμＶピーク、１１０度ＣＳデジタル ６３ｄＢμＶピークを目安にフラットに 

     なるように租調整します。） 

    ＢＳアナログ波は、停波のときまでレベル抑制はできません。 

    ケーブルロスで１１０度ＣＳ帯の周波数特性が劣化する部分についてはブースターのチルト機能、 

    イコライザーで補正してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 送信ユニットの入力レベルについて、 

 地上デジタル７２ｄＢμＶ、ＢＳデジタル６７ｄＢμＶ、１１０度ＣＳデジタル６７ｄＢμＶは送信ユニットの 

 入力可能最大値です。（伝送最大距離４５ｍの場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

地上デジタル波 BSデジタル波 110度CSデジタル波 

72～67dBμV 
67～63dBμV 67～63dBμV 

68dBμV 

63dBμV 

72dBμV 

地上デジタル信号のレベルの 

バラツキは、チェッカー読みで 

２ｄＢ以内になるように調整 

します。 

67dBμV 

地上デジタル信号レベルと 

衛星信号ピークレベルの差は、 

４ｄＢ～６ｄＢになるように調整

します。 

チルト 
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7.5. 送信ユニットへの入力レベルの本調整。 

 送信ユニットへの実際の入力レベルは、ａ系統の一番遠い距離（地面）に正対させた受信ユニットの受信Ｃ／Ｎ 

 を測定しながら「ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム」（ＯＦＤＭチャンネル専用受信増幅器、ＵＨＦ・ 

 ＢＳ・ＣＳ－ＩＦブースターなど）のレベルを調整します。 

 

7.5.1 ＴＸａ（屋上）－ＲＸａ（地面）のピーク調整 

 

   ａ系統の送信ユニットＴＸａに簡易信号発生器（ＳＧ）を接続します。 

※下図のようにＴＸａにＤＣ１５Ｖを供給しながら、簡易信号発生器（例：東芝製ＵＰＭ－０１など）を接

続して、ｃｈ１３、７０ｄＢμＶ (テストＣＷ信号)を入力し、地面に置いたＲＸａを水平に移動させて

ピーク位置を求めます。 

    このとき、ＲＸａにはＤＣ１５Ｖを供給して、テスト信号を受信しながらレベルチェッカーの受信レベル

最大の場所にＲＸａを動かして、位置がズレないように仮固定します。 

（高さ約４５ｍの場合ＲＸａ（中距離用）の受信レベルピークの目安は、 

ｃｈ.１３、７０ｄＢμＶ(テストＣＷ信号)入力時：７５～８５（ｄＢμＶ） 

 

    信号発生器がない場合は、租調整済みのＢＳ－１の信号をＴＸａに入力し、ＲＸａの受信レベルピーク 

    位置を求め、ＲＸａを仮固定します。 

 

    ＲＸａは、物件の高さにより中距離用、近距離用受信ユニットが混成する場合は中距離用受信ユニットを 

    近距離用のみで構成されている場合は近距離用受信ユニットを使用します。 

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

DC15V 

送信ユニット実際の設置位置 

仮に屋上のａ系統とする。 

テスト信号

基準受信ユニット（ＲＸａ） 

地デジ・ＢＳ・ＣＳ 

レベルチェッカー 

電源 
分配器 

基準送信ユニット（ＴＸａ） 

電源 
ＳＧ 
(信号発生器) 

DC15V 

テスト信号

DC15V 
ＴＸａの真下の地面に 

受信ユニットを仮置きする。 
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7.5.2 送信ユニットへの入力レベルと受信ユニット受信Ｃ／Ｎ調整 

 

  実際の地上デジタル信号、衛星デジタル信号をＴＸａに入力し、地面に正対したＲＸａのＣ／Ｎ値が最良な値 

  （信号品質）になるように、ＴＸａへの入力レベルを「ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム」（ＯＦＤ 

  Ｍチャンネル専用受信増幅器、ＵＨＦ・ＢＳ・ＣＳ－ＩＦブースターなど）で微調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜調整のポイント＞ 

ポイント１． 

  屋上、地上で最低２名の作業者が必要です。無線機でレベル情報の授受が必要です。 

  屋上ではモニター端子にスペアナあるいはレベルチェッカーが、地面ではＲＸａ出力にレベルチェッカーが 

  必要です。 

ポイント２． 

１．物件の高さ（伝送最大距離） ２．伝送する波数 ３．地デジの歪、衛星アンテナのノイズの影響 

    によって最良の入力レベルは異なります。 

 

（重要）３．について地デジが高すぎると１０００ＭＨｚ、１６００ＭＨｚあたりに歪が発生し、ＢＳ－１、 

    ＢＳ－３、ＮＤ－２、ＮＤ－４などのＣ／Ｎ劣化の要因になります。 

    衛星のレベルが高いと地デジのノイズが押し上げられて地デジのＣ／Ｎ劣化の要因になります。 

（× ｎ台） 

（ｎ：送信ユニット数）

コンバーター電源重畳 

送信ユニット電源重畳用 
電源部 
１０～２６１０ＭＨｚ 

ＢＳ・１１０度 
ＣＳアンテナ 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ

ＢＳ／ＣＳ 
イコライザー

ＵＨＦ／ＢＳ・ＣＳＩＦ
ブースター (＊１) 

ＯＦＤＭ 
チャンネル 
専用受信増幅器

UHFアンテナ 
（中・弱電界用） 

分配器（ｎ分配） 
１０～２６１０ＭＨｚ 

※各系統、同一設定 (＊１)レベル調整機能付 

１分岐器 
１０－２６１０ＭＨｚ 

地上･BS･CS 

レベルチェッカ－ 

送信ユニット
電源重畳 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 

同軸ケーブル 
Ｓ－５Ｃ－ＦＢ 

ミリ波送信ユニット入力レベル調整システム 

地面 

受信ユニット（ＲＸａ） 

地上/BS・CS 

レベルチェッカー 

電源 
分配器 

DC15V 

屋上 

送信ユニット（ＴＸａ、ＴＸｂ、・・・ＴＸｎ）

地上･BS･CS 

レベル 

チェッカ－ 
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ポイント３． 

  地デジのレベルのバラツキはチェッカー読みで２ｄＢ以内に調整してください。 

  地デジと衛星のレベル差４ｄＢ以上を維持しながら全体のレベルを上下、あるいは地デジ、ＢＳ、１１０度 

  ＣＳのブロックごとにレベルを微調整して、受信Ｃ／Ｎを最良に調整します。 

ポイント４． 

  ミリ波伝送のレベル決定において、受信レベルピークでＯＫという容易な判断ができません。 

  安定した受信性能を維持するため、 

     ４５ｍ相当では             １６ｍ未満（近距離用受信ユニットのみ）では 

         地デジ Ｃ／Ｎ ２２ｄＢ以上      地デジ Ｃ／Ｎ ２４ｄＢ以上 

          ＢＳ Ｃ／Ｎ １３ｄＢ以上       ＢＳ Ｃ／Ｎ １４ｄＢ以上 

      １１０度ＣＳ Ｃ／Ｎ １２ｄＢ以上   １１０度ＣＳ Ｃ／Ｎ １３ｄＢ以上 

  が確実に受信できていることを確認してください。 

ポイント５． 

  調整完了後、ＴＸａの入力レベル、Ｃ／Ｎ、ＲＸａの受信レベル、Ｃ／Ｎを控えておきます。 

  『ＴＸａ入力レベル、Ｃ／Ｎ値表、 地面ＲＸａ受信レベル、Ｃ／Ｎ値表』（２５ページ）を参照してくださ 

  い。 

  これは、保守、メンテナンスに必要となる初期データとなりますので必ず控えてください。 

 

7.5.3 各系統の送信ユニットの入力レベル・Ｃ／Ｎ値の確認 

 

  基準送信ユニットＴＸａへの入力信号を調整したあと、その他の系統の送信ユニット（ＴＸｂ、・・・ＴＸｎ） 

  への入力レベルとＣ／Ｎ値をチェッカーで測定し、ＴＸａと同等の入力レベル、信号品質であることを確認し

ます。 

 

ポイント 

   ここではレベル確認のみで、基本調整はできません。 

   たとえばＴＸｂ入力レベルの地デジ・ＢＳ・ＣＳのレベル差がＴＸａと同等であることが重要です。 

    

 

7.5.4 各系統 地面の受信ユニットの受信レベル・Ｃ／Ｎ値の確認 

  7.5.1－7.5.2を参考にＴＸａ同様にＴＸｂ・・・ＴＸｎの真下の地面でＲＸａをレベルピークに調整、仮固定 

  して受信Ｃ／Ｎがａ系統と同等であり、 

     ４５ｍ相当では             １６ｍ未満（近距離用受信ユニットのみ）では 

         地デジ Ｃ／Ｎ ２２ｄＢ以上      地デジ Ｃ／Ｎ ２４ｄＢ以上 

          ＢＳ Ｃ／Ｎ １３ｄＢ以上       ＢＳ Ｃ／Ｎ １４ｄＢ以上 

      １１０度ＣＳ Ｃ／Ｎ １２ｄＢ以上   １１０度ＣＳ Ｃ／Ｎ １３ｄＢ以上 

  が確実に受信できていることを確認してください。 

 

7.5.3－7.5.4の測定結果は、『ＴＸｂ...ＴＸｎ入力レベル、Ｃ／Ｎ値表、地面ＲＸａ受信レベル、Ｃ／Ｎ値表』

（２６ページ）に控えてください。 

  これは、保守、メンテナンスに必要となる初期データとなりますので必ず控えてください。 
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7.6. 各戸の受信ユニットの取付 

  各階住戸のベランダに受信ユニットを取り付けます。 

  6.2．事前調査 にもとづいて作成した『受信ユニット配置寸法表』（２４ページ）に沿って取り付けます。 

 

＜送信ユニット、受信ユニットを側面から見た設置イメージ＞（ＭＲＸ１０ＣＫ／１１ＣＫの場合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ミリ波送信ユニット 

壁面ライン 

壁面ライン 

屋上

ベランダコンク

リート手すり 

ミリ波受信ユニット 

受信ユニット 

アダプター・ポール 

ミリ波受信ユニ

ット取付金具 

４５ｍ 

地面

建物壁面 

（300mm 固定）

150mm～300mm 

９０度 

ミリ波受信ユニットは 

ほぼ水平になるように水準器で

確認しながら取付金具の６角ボ

ルトを回して締め付け固定しま

す。 

９０度 

締付トルク 
 
ＭＲＸ１０ＣＫ，ＭＲＸ１１ＣＫ：Ｍ１０ １２～１３Ｎ・ｍ 

ＭＲＸ１０ＢＫ，ＭＲＸ１１ＢＫ：Ｍ８   ７～ ８Ｎ・ｍ 
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 ＜送信ユニットの中心と受信ユニット設置配置を正面から見た設置イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  各戸ベランダの取り付け位置寸法は下表の通りです。 

 

＜参考：ベランダコンクリート手すり取り付け位置の一例 １４階建集合住宅の場合＞ 

  系統 

1,3,5,7,9,11,13 2,4,6,8,10,12,14 

送信ユニット（TX）位置 屋上（15F）に設置した送信ユニット TX の中心線から

の距離（単位：mm） 

14F －３００ ＋３００ 

13F －４５０ ＋４５０ 

12F －５５０ ＋５５０ 

11F －６００ ＋６００ 

10F －６５０ ＋６５０ 

9F －７００ ＋７００ 

8F －７００ ＋７００ 

7F －６５０ ＋６５０ 

6F －６００ ＋６００ 

5F －５５０ ＋５５０ 

4F －５００ ＋５００ 

3F －４５０ ＋４５０ 

2F －４００ ＋４００ 

受
信
ユ
ニ
ッ
ト
（RX

）位
置 

1F －３５０ ＋３５０ 

基準 

ＲＸ位置 
地面 （送信ユニットに正対して仮置き） 

※建物を背にして、＋は受信ユニットＴＸの中心から左側へ、－は右側への距離を表しています。 
 
※受信ユニットは、ベランダコンクリート手すり取付仕様とベランダ格子取付仕様で取付け間隔は異なります。 

 ベランダ格子仕様は、格子間隔に依存しますので 6.2．事前調査 にもとづいて導き出した『受信ユニット 

 配置寸法表』（２４ページ）に沿って取り付けます。 
 

送信ユニットの中心 屋上設置の送信ユニット 送信ユニットの中心線 

地面に置いた基準受信ユニット

受信ユニット

送信ユニット 

の中心からの 

距離（－側） 

送信ユニット 

の中心からの 

距離（＋側） 

４５ｍのとき 

２．８ｍ ２．８ｍ 
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2分配器

＜同軸ケーブルの引き込み例＞ 

7.7. 各戸受信ユニットの受信Ｃ／Ｎの調整 

  各戸に設置した受信ユニットにレベルチェッカ－を接続し、受信Ｃ／Ｎ値が最良となるように受信ユニットの 

  金具本体のイモネジをゆるめて、アダプタ－・ポールの突き出しと左右角度回転で調整します。 

  いずれかの１チャンネルで受信Ｃ／Ｎが最良となるところでアダプタ－・ポールがずれない程度にイモネジを 

  締め付けます。 

※このとき、必ず地上デジタル、ＢＳデジタル、１１０度ＣＳデジタルの全チャンネルを確認してください。 

 各受信Ｃ／Ｎ値が7.5.4のＣ／Ｎ値以上であることが確認できたら、受信ユニットの方向がずれないように 

 アダプター・ポールを支持しながらイモネジをゆっくり増し締め付け固定します。 

 ※測定結果は、必ず『各戸別受信ユニット設置データ表：受信レベル、受信Ｃ／Ｎ、ポール突きし寸法表』 

  （２７ページ）に控えてください。 

 

＜受信ユニットの取付位置イメージ＞ 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ＜チェッカーで確認するときの接続＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.8. 受信ユニットの接続  

  調整が終了した受信ユニットに中継接栓で同軸ケーブルを接続し、屋内に引き込みます。 

 

＜ベランダから屋内への配線イメージ＞  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

電源 

地デジ・ＢＳ・ＣＳ 

レベルチェッカ－ 

受信ユニット 

締付トルク 

ＭＲＸ１０ＣＫ／１１ＣＫ 

ＭＲＸ１０ＢＫ／１１ＢＫ 

共通 

Ｍ６ ４～５Ｎ・ｍ 

屋内 屋外 

同軸ケーブル（別売） 

同軸ケーブル 

（別売） 
同軸ケーブル（別売）

電源部 

（付属） 

中継接栓 

（付属） 

エアコンなど

の配管穴 

フラットケーブル 

FC-05FN-B2（別売）

同軸ケーブル 

（別売） 

木ネジ 

（市販品） 

最大取付幅 
17ｃｍ 

窓枠 

受信 
ユニット 

ミリ波受信ユニット 
受信ユニット 

取付金具 

ベランダコンクリー

ト手すり 

突き出し寸法を調整 

建物壁面ライン 

受信ユニット

アダプター・

ポール 

角度調整

イモネジ 
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同軸ケーブル 
同軸ケーブル 

地上デジタルチューナー 

屋内 屋外 

電源部
中継接栓 

地デジ・BS・110度CS 

チューナー 

分配器 

同軸ケーブル 

セパレータ 

自己融着テープ

ビニールテープ 

同軸ケーブル 

中継接栓 

 

7.9. 電源部の接続 

  屋内に引き込んだ同軸ケーブルと電源部を接続します。 

  受信ユニットに供給する電源は、必ずこの付属の電源部から供給するようにしてください。 

※各住宅でお手持ちの機器は「アンテナへの電源供給しない」設定にしてください。 

 

＜屋内配線のイメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中継接栓・電源部へ接栓（同軸ケーブル）を接続する時は、締付トルク１．５～２Ｎ・ｍで取り付けてくださ 

 い。２Ｎ・ｍ以上のトルクで締め付けると破損の原因となります。 

 なお、お手持ちの機器への接続は、それぞれの取扱説明書をご覧になり、その方法に従ってください。 

 

  電源部は受信ユニットの備品です。ご使用にならない場合は、必ず破棄しないように保管しておいてください。  

 

 

7.10. 機器間の接続最終確認 

  全ての機器の設置が完了しましたら、もう一度同軸ケーブル等が正しく接続されていることを確認してくださ

い。その後、それぞれの機器の電源などスイッチ類の設定を確認してください。 

 

7.11. 同軸ケーブルの防水処理 

  配線ケーブルの引き回しを整理しながら、同軸ケーブル接続部分の防水処理を行なってください。 

  ①自己融着テープ（市販品）を、長さ約１．５倍に引っ張りながらテープ幅の１／２が重なるように巻きます。 

  ②巻き終わった自己融着テープの上から指で押えて密着させます。 

  ③自己融着テープの上に、ビニールテープ（市販品）を、テープ幅の１／２が重なるように巻きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各住宅のお手持ちの機器 

受信 
ユニット 
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８.仕様と規格 

8.1. 送信ユニット 送信ユニット単体 

 

項 目 （単位） ミリ波送信ユニット 単体 

品 番  MTX10K 

伝 送 波 数 （波） 地上デジタル10、BSデジタル12、110度CSデジタル12 

入 力 周 波 数 (MHz) 470～2100 

入 力 信 号 レ ベ ル (dBμV) 72～67(地上デジタル)、67～63(BSデジタル)、67～63(CSデジタル)

出 力 周 波 数 (GHz) 59.1～61.6 

ロ ー カ ル 信 号 (GHz) 61.49 

送 信 電 力 （mW） 10 

ア ン テ ナ 利 得 (dBi) 23（標準値） 

ビ ー ム 幅 (度) 7以下 

使 用 偏 波  直線 (水平) 

使 用 電 圧 （V） DC15 

消 費 電 流 (mA) 210以下 

入力インピーダンス (Ω) 75 (F形) 

※入力信号レベルは、伝送距離最大４５ｍの場合の入力レベルです。 

※外観および規格は改良により、変更させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 

 

 

8.2. 送信ユニット 取付金具付 

 

項 目 （単位） ミリ波送信ユニット 取付金具付 

取 付 幅 （mm） 315～360 

外 形 寸 法 （mm） 237（H）×843（W）×140（D） 

質 量 （kg） 約2.8 

付 属 品  防水キャップ1個 

備 考  取付金具は物件により、個別対応の場合があります 

 

※外観および規格は改良により、変更させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 
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8.3. 受信ユニット 受信ユニット単体 
 

項 目 （単位） ミリ波受信ユニット 単体 

品 番  MRX10CK､MRX10BK (近距離用) MRX11CK、MRX11BK (中距離用)

伝 送 距 離 （ｍ） (注1)  3～16  (注1)  12～45 

伝 送 波 数  地上デジタル10波、BSデジタル12波、110度CSデジタル12波 

入 力 周 波 数 (GHz) 59.1～61.6 

出 力 周 波 数 (MHz) 470～2100 

出 力 レ ベ ル （dBμV） （注2）  80～90（TYP） （注3）  75～85（TYP） 

ロ ー カ ル 信 号 (GHz) 61.49 

ア ン テ ナ 利 得 (dBi) 23（標準値） 

ビ ー ム 幅 （度） 7 以下 

使 用 偏 波  直線 (水平) 

使 用 電 圧 （V） DC15 

消 費 電 流 (mA) 50以下 65以下 

出力インピーダンス (Ω) 75 (F形) 

（注1）使用適用範囲は、特性上12m～16mまで重複しています。 

（注2）送信ユニットとの対向距離16mのとき送信ユニットに地デジ68 dBμV、BS 63 dBμV、 

110度CS 63 dBμVで入力した場合の目安です。 

（注3）送信ユニットとの対向距離45mのとき送信ユニットに地デジ68 dBμV、BS 63 dBμV、 

110度CS 63 dBμVで入力した場合の目安です。 

※外観および規格は改良により、変更させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 

 

8.4. 受信ユニット 電源部 
 

項 目 （単位） ミリ波受信ユニット 電源部 

品 番  PSD-4 

使 用 周 波 数 (MHz) 10～2610 

電 源 (V/W) AC100(50/60Hz)/10 

重 畳 電 源 (Ｖ) DC15 

入力インピーダンス (Ω) 75（F形） 

出力インピーダンス (Ω) 75（F形） 

挿 入 損 失 (dB) 
0.1～1.5（10～1000MHz） 

0.2～2.4（1000～2610MHz） 

使 用 温 度 範 囲 （℃） －10～＋40 

外 形 寸 法 (mm) 37（H）×120（W）×100（D） 

質 量 （kg） 0.25 

付 属 品  木ネジ 2本 

※外観および規格は改良により、変更させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 
 
8.5. 受信ユニット 取付金具付 
 

項 目 （単位） MRX10CK,MRX11CK MRX10BK,MRX11BK 

取 付 幅 （mm） 145～185 172以下(幅)、30以下(厚) 

外 形 寸 法 （mm） 156(H)×492±75(W)×100(D) 60.5(H)×382±60(W)×230(D) 

質 量 （kg） 約1.7 約1.5 

備 考  取付金具は物件により、個別対応の場合があります 

※外観および規格は改良により、変更させていただくことがありますので、あらかじめご了承ください。 
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９.測定・チェック表 

 

システム配線ブロック図 

 事前調査に基づくシステム配線ブロック図をご準備ください。 

 

受信ユニット 仕様振り分け表 

 

  系統 

     1,3,5,7,9,11・・・・ 2,4,6,8,10,12・・・・・ 

14F   

13F   

12F   

11F   

10F   

9F   

8F   

7F   

6F   

5F   

4F   

3F   

2F   

受
信
ユ
ニ
ッ
ト
（Ｒ
Ｘ
）配
分 

1F   

 

合計 近距離            台 

合計 中距離            台 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・送信ユニットからの距離により、出力レベルが飽和するため、 

受信ユニットは近距離用、中距離用を用意しています。 

 

・近距離用受信ユニットの適用範囲は、送信ユニットから１６ｍ以内。 

・中距離用ユニットの適用範囲は、１６～４５ｍ。 
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送信、受信ユニット配置寸法表 
 
＜送信範囲とユニット設置イメージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜１４階建集合住宅の場合の受信ユニット配置寸法表＞ 

  系統 

1,3,5,7,9,11,13 2,4,6,8,10,12,14 

送信ユニット（TX）位置 屋上（15F）に設置した送信ユニットＴＸの中心からの 

距離（単位：mm） 

14F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

13F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

12F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

11F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

10F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

9F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

8F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

7F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

6F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

5F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

4F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

3F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

2F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

受
信
ユ
ニ
ッ
ト
（RX

）位
置 

1F －        ｍｍ ＋          ｍｍ 

基準 

ＲＸa位置 
地面 （送信ユニットに正対して仮置き） 

※建物を背にして、＋は受信ユニットＴＸの中心より左側へ、－は右側への距離を表しています。 

 

正面からの最大離隔基準寸法７０ｃｍ 
（施工条件により広くなる可能性があります。） 
   は、最大離隔受信ユニット 
上下間で物理的遮蔽がなく、電気的にできる限り
ビーム半値角内に受信ユニットが収まる設置位置
とします。 

送信ユニットＴＸの中心からの受信ユニット取付左右位置 

 建物を背にして ａ:右（－）側、ｂ：左（＋）側 

送信ユニット（ＴＸａ・・・ＴＸｎ）

受信ユニット（ＲＸａ）

４
５
ｍ
 

φ/2

２．８ｍ

φ/2

２．８ｍ

ａ ｂ 
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 ＴＸａ入力レベル、Ｃ／Ｎ値表、 地面ＲＸａ受信レベル、Ｃ／Ｎ値表 

 屋上 ＴＸａ入力レベル、ＢＥＲ、Ｃ／Ｎ換算 

 地上デジタル波 

ＣＨ               

レベル               

ＢＥＲ               

Ｃ／Ｎ               

                                                                            単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 ＢＳデジタル波 

ＣＨ BS1 BS3 BS9 BS13 BS15      

レベル           

Ｃ／Ｎ           

                                                     単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

１１０度ＣＳデジタル波 

ＣＨ ND2 ND4 ND6 ND8 ND10 ND12 ND14 ND16 ND18 ND20 ND22 ND24 
レベル             

Ｃ／Ｎ             

                                                                 単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 地面 ＲＸａ受信レベル、ＢＥＲ、Ｃ／Ｎ換算 

 地上デジタル波 

ＣＨ               

レベル               

ＢＥＲ               

Ｃ／Ｎ               

                                                                            単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 ＢＳデジタル波 

ＣＨ BS1 BS3 BS9 BS13 BS15      

レベル           

Ｃ／Ｎ           

                                                    単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

１１０度ＣＳデジタル波 

ＣＨ ND2 ND4 ND6 ND8 ND10 ND12 ND14 ND16 ND18 ND20 ND22 ND24 
レベル             

Ｃ／Ｎ             

                                                                単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 
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  ＴＸｂ・・・ＴＸｎ入力レベル、Ｃ／Ｎ値表、 地面ＲＸａ受信レベル、Ｃ／Ｎ値表 

 屋上 ＴＸ( )入力レベル、ＢＥＲ、換算Ｃ／Ｎ 

 地上デジタル波 

ＣＨ               

レベル               

ＢＥＲ               

Ｃ／Ｎ               

                                                                            単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 ＢＳデジタル波 

ＣＨ BS1 BS3 BS9 BS13 BS15      

レベル           

Ｃ／Ｎ           

                                                     単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

１１０度ＣＳデジタル波 

ＣＨ ND2 ND4 ND6 ND8 ND10 ND12 ND14 ND16 ND18 ND20 ND22 ND24 
レベル             

Ｃ／Ｎ             

                                                                 単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 ＴＸ（ ）下  地面 ＲＸａ受信レベル、ＢＥＲ、換算Ｃ／Ｎ 

 地上デジタル波 

ＣＨ               

レベル               

ＢＥＲ               

Ｃ／Ｎ               

                                                                            単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 ＢＳデジタル波 

ＣＨ BS1 BS3 BS9 BS13 BS15      

レベル           

Ｃ／Ｎ           

                                                    単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

１１０度ＣＳデジタル波 

ＣＨ ND2 ND4 ND6 ND8 ND10 ND12 ND14 ND16 ND18 ND20 ND22 ND24 
レベル             

Ｃ／Ｎ             

                                                                単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 



 

MTX10K､MRX 31／33 27

  各戸別受信ユニット設置データ表：受信レベル、受信Ｃ／Ｎ、ポール突き出し寸法表 

 物件名「                            」 号棟「      」号室「      」 お客さま氏名 

 初回設置日時     年   月   日 

 各戸 ＲＸ受信レベル、ＢＥＲ、換算Ｃ／Ｎ 

 地上デジタル波 

ＣＨ               

レベル               

ＢＥＲ               

Ｃ／Ｎ               

                                                          単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

 ＢＳデジタル波 

ＣＨ BS1 BS3 BS9 BS13 BS15      

レベル           

Ｃ／Ｎ           

                                       単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

１１０度ＣＳデジタル波 

ＣＨ ND2 ND4 ND6 ND8 ND10 ND12 ND14 ND16 ND18 ND20 ND22 ND24 

レベル             

Ｃ／Ｎ             

                                                単位 レベル (dBμV) C/N (dB) 

  受信ユニット取付突き出し長 Ｌ寸法            ｍｍ       Ｌ                                   
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１０．外観図 

 10.1.送信ユニット 

10.1.1 ＭＴＸ１０Ｋ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 取付金具は物件により、個別対応の場合があります。 

 

 

 10.2.受信ユニット 

10.2.1 ＭＲＸ１０ＣＫ(近距離用)、ＭＲＸ１１ＣＫ(中距離用) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 取付金具は物件により、個別対応の場合があります。 

 

313

（843）

315～360の厚さに対応 ※ 
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23
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（
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75
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30
 

145～185の厚さに対応 ※
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（単位：ｍｍ） 

（単位：ｍｍ）
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MTX10K､MRX 33／33 29

 

10.2.2 ＭＲＸ１０ＢＫ(近距離用)、ＭＲＸ１１ＢＫ(中距離用) 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 取付金具は物件により、個別対応の場合があります。 

 

 

10.2.3 電源部(各受信ユニット共通) 
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（単位：ｍｍ）

最大取付厚30 ※

最
大
取
付
幅
17
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3047 305±60 

（
60
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（単位：ｍｍ）


